
〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 

取組の名称 少しお返し折り返し人生ほほえみ隊リーダー養成プラン

28年度募集テーマ 『笑顔』   『場づくり』   ※該当テーマに してください。

テーマとの関連 

①毎月 1回のサロンは、笑顔と笑いが絶えない場所になりつつある。居場所 存在感がある。 

②集会所の見直し：公民館などは遠く感じる人が増えつつある。歩いていく距離の便利さ 

③災害、地震、水害が身近に感じる昨今、日頃から老人の声の掛け合いは大切 

④「笑顔」：温もりを与える、毎月の仲間の笑顔でほっとしている。癒しの場でもある。 

⑤仲間との触れ合いが苦手の方々もだんだんと楽しみだした。 

⑥集会所の不便さに気が付き、特にトイレ・台所のリフォームを町内全体で考えだした。 

⑦「あいさつ」「えがお」声の掛け合いが町内会で広がりつつある。 

目的・解決をはかりた

い課題の状況・目標 

次のような高齢者や高齢者の活動の状況の中、高齢者の活動を支え、声をかけられる側から声

をかける側のリーダーを、高齢者自身の中に養成していくことが必要と考え「ほほえみ隊」の

リーダー養成をめざす。 

①老いると、相手の立場でもの事を考える人が少ない。怒り・批判・ぼやき・頑固になる。 

②老いると何事も邪魔くさくなる。人の輪に入りにくい。鬱症状になりやすい。 

③してもらう事よりも、させて頂く側の幸福感をリーダー実践で体験する。 

④理解される事よりも理解することが出来れば 人間関係が豊かになる 

⑤独居老人が増加 話し相手になるためにも①②③④の傾聴力訓練を互いに実践する必要性 

⑥老人のイメージが悪く 老人会としての助け合いがスムーズに行かない 

⑦老人会でお世話をしている人ほど 生き生き度が高い 活動姿を見せ合う事が大切 

⑧認知予防はコミュニケーション力とも関係がある 声掛けリーダー増加で認知予防になる 

⑨災害の時 日頃のお付き合いのない老人は忘れ去られる。日頃の声掛けが大切。 

⑩お節介のイメージが悪い 程よい距離感のお節介を共に学びあう機会が少ない。 

⑪裏腹メッセージの不自由さをしり、素直な気持ちを出すと認知予防になる 

取組の内容 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数等 

対象・・・青葉団地町内会高齢者部  168名  

地域・・・青葉団地町内会 から  

２ 取組の担い手：取組への参加団体、参加人数等 

青葉団地町内会高齢者部  紅葉サロン会員30名～40名 

３ 活動内容、実施方法などを具体的な活動ごとに箇条書きでお書きください。 

ほほえみ隊リーダー養成講座（12回講座）を次のとおり開催している（予定含む） 

① 4月 懐かしの映画と音楽療法    音楽講師          石合 洋子 

② 5月 高齢者時代を楽しく乗り切る？  ほほえみ相談室代表     坪田 淑子  

③ 6月 品格と傾聴力 老賢人とは？  絵本心理講師 カウンセラー 木下由加  

④ 7月 今の気持ち コラージュ  コラージュ講師       川崎 陽子 

⑤ 8月 歌の宅急便  時代の歌  リスタート岡山代表     伊藤 慶治  

⑥ 9月 鬱症状と認知と介護保険  ケアーマネージャー     石井 敦子 

⑦ 10月 思い出のアルバムと回想記録  認定心理士・カウンセラー  湯浅 啓子 

⑧ 11月 自分の人生エンデイングノート 絵本心理カウンセラー    光岡 亜希子  

⑨ 12月 過去・現在・未来 大切な時間  人間学研究会 代表     伊藤 淳子  

⑩ 1月 皆の手作り新年会 笑顔の出発  料理研究家         別所 恭子 

⑪ 2月 音楽コラージュ 昔の映画から 音楽講師 コラージュ講師  佐藤 一世 

⑫ 3月 アートセラピー 絵を楽しむ  箱庭研究会 リーダー    河野 稔美 

★全ての講座とも1時間講座＆エンカウンター（自由に発言しお互いの意見を深め合う）訓練 

① どんな意見も温かく聞く ②正解は無い ③相手の立場を尊重 ④気づきを素直に話す 

⑤ゆっくり頷きながら聞く ⑥気持ちと言葉の一致を心がける ⑦素直に聴く ⑧わからない事は聴

いても良い ⑨話したく無い時はパスでも良い  ⑩自分の感情表現の訓練 

⑪今の気持ちを大切にする ⑫エンカウンターとは「出会い」の意味 新しい出会い発見の場 

４ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬをお書きください。 

なし 



協働の体制 

◎協働する各団体の役割分担や、団体間の目的の共有の仕方、対等な協働関係を築いていくための工夫など、

具体的に記載してください。

① キリン福祉財団と岡山県の助成金事業団体の交流会 4月 

② 定期的に視察にこられる  平成28年10月3日に キリン福祉財団から担当者視察 

★リーダーの自立・男性の勧誘など・について 担当者と話し合い サロンの実態を体験して頂く、 

頂いた感想・・・楽しい雰囲気で、2時間があっという間でした。内容も豊かで温かい会でした。 

        笑い声も続き これからのサロンとして必要な活動だと思います。 

③ 7か月の 資料と記録・報告書 提出 

④  来年度の予定を作成 提出 

⑤ 毎回反省会を行い 次回に向けての気持ちの一致を目指す。 

⑥ 各人が、リーダー的な責任が持てるように 助け合いながら 成長し合うように話し合う 

取組の工夫 

取組の特徴 

◎地域資源や人的資源の活用など工夫した点を記載してください。 

①有名な講師（地位・名誉）ではなく 日頃から実践している講師と交渉 

②今欲しい情報が盛りだくさんの講師を推薦

③お話に引き込まれるほど 楽しい ユーモアたっぷりの講師を推薦 

◎取組の特徴やアピールポイントを記載してください。 

① ２時間の内 ３０％～５０％は エンカウンターで自由に思いを話し合い 傾聴力訓練 

② 40代～60 代まで 講師の年齢層が広い事 

③ 講師を育てるためにも 福祉の実践者を推薦 

④ 時代の流れ 少子化問題など 3世代としての福祉に結び付けたい 

⑤ 茶菓子は必ずだす（ホットタイム） 

成果・効果 

①町内会は 8班に分かれている。各班にリーダーが育ち、スタッフ 4名（写真班・パソコンメ

ール・責任者サブ・総責任者）と 12名が動き出した。 

②各班の悩み相談を 12 名が話し合い助け合うことが出来るようになった。 

③1班の耳の遠いご主人と足の不自由な奥さんに絶えず訪問し声をかけている。

④2班は回覧を回す時には、声をかけながら回している。

⑤3班はイベント参加者が多く声をかけると 準備などのお手伝いを気持ちよく実行

⑥4班は体調の悪い方々が多いので、他の班の方も声をかけている。

⑦5 班は隣近所のふれあいが少なく、引きこもりがちが多いので、大きな声で挨拶を心がけて

いる

⑧6班は若い世帯が多く、老人世帯に訪問を心がけている。

⑨7班はコミュニケーション力は良い、日頃から挨拶も活発になった

⑩8 班は程よいお節介リーダーが 2 人いて、何事もスムーズに把握できている。他の班の助け

手にもなっている。 

⑪12 名の会議 9回目、情報が豊かになり、何を優先かも話し合いが出来ている。新年会に向け

て班ごとの声掛けが話し合い仲間意識が向上した。 

⑫ 平成 29 年度の予定表は、５０％講座と５０％のイベント実践（三世代交流・夏休み子育

て支援・独居老人訪問回数が増加）の話し合いが出来た。 

今後の活動展開 

など展望 

◎成果の普及や今後の活動展開など展望について記載してください。 

① 小さな団地だからこそできる モデル事業として、未来の高齢者世界が暗いものではな

く、生きがい・やりがいの分野が沢山ある事を、共に意識化しながら、同時に行動仲間と

して、苦痛ではなく楽しみに繋げていきたい。 

② 高齢者の資源を、地域の子育て支援。ファミリーサポートにつなげるような地域を目指す。 

③ 自分の人生を 自分らしく 生きるためのサポートリーダーが増える事 

④ 老人会の会長は男性が多い 東区では 青葉団地のみである 組織的には強いが 実践は女性が得

意である。男女助け合いのバランスのある老人会を目指したい。 

⑤ そのためにも 女性の責任感・社会性を身に付けて行きたい。












